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新型コロナウイルス感染症に係る登校停止の取扱いについて 

 

Ⅰ．登校停止について 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等により指定感染症とされ

た新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止のため、学校保健安全法第 19 条等に基づ

き、下記①～④のいずれかに該当する学生（学部学生、大学院学生、研究生、法務研修

生、科目等履修生及び特別聴講学生をいう。以下同じ。）については、本学への登校

（授業への出席のほか課外活動や研究等本学で行う全ての活動への参加をいう。）及び

学外での活動への参加を一切禁止し、自宅等での待機を求める措置（以下、「登校停止」

という。）を行う。（具体的手続は、Ⅱ及びⅢに示すとおりとする。） 

 

①新型コロナウイルス感染症に感染した学生 

②新型コロナウイルス感染症に感染の疑いがある学生（③、④に該当する者を除く。） 

③発熱や咳などの風邪の症状のある学生 

④海外渡航（私事渡航を含む。）により日本に帰国（入国）した学生 

（※①～④の該当要件は、Ⅱ及び（別紙１）を参照のこと） 

【関係法令及び学内規則】 

  〇学校保健安全法（抄） 

（出席停止） 

第 19 条 校長は、感染症にかかつており、かかつている疑いがあり、又はかかるおそれのある児童生徒等が

あるときは、政令で定めるところにより、出席を停止させることができる。 

 

〇学校保健安全法施行令（抄） 

（出席停止の指示） 

第９条 校長は、法第 19 条の規定により出席を停止させようとするときは、その理由及び期間を明らかにし

て、幼児、児童又は生徒（高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。以下同

じ。）の生徒を除く。）にあつてはその保護者に、高等学校の生徒又は学生にあつては当該生徒又は学生にこ

れを指示しなければならない。 

２ 出席停止の期間は、感染症の種類等に応じて、文部科学省令で定める基準による。 

 

〇学校保健安全法施行規則（抄） 

（感染症の種類） 

第 18 条 学校において予防すべき感染症の種類は、次のとおりとする。 

 一～三 （略） 

２ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号）第６条第７項から

第９項までに規定する新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症は、前項の規定にかかわらず、

第一種の感染症とみなす。 

（出席停止の期間の基準）  

第 19 条 令第６条第２項の出席停止の期間の基準は、前条の感染症の種類に従い、次のとおりとする。 

一  第一種の感染症にかかつた者については、治癒するまで。 

二・三 （略） 

四  第一種若しくは第二種の感染症患者のある家に居住する者又はこれらの感染症にかかつている疑があ

る者については、予防処置の施行の状況その他の事情により学校医その他の医師において感染のおそれ

がないと認めるまで。 

五・六 （略） 

 

○静岡大学学部共通細則（抄） 

第 15 条 学部長等は、学生の健康を管理し、必要に応じ治療を命じ、又は登校を停止することができる。 

 

○静岡大学大学院規則（抄） 

第 53 条 この規則に定めるもののほかは、本学学則・学部共通細則その他学部学生に関する諸規則を準用す

る。  
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Ⅱ．登校停止の適用について 

 

１．新型コロナウイルス感染症に感染した学生について 

 

  （１）新型コロナウイルス感染症に感染した学生に対する学業上の措置 

      ・ 登校停止とする。 

      ・ 登校停止期間は、新型コロナウイルス感染症に感染した日から治癒した

日までの期間（原則として、医療機関が証明する期間）とする。 

ただし、下記２、３又は４による登校停止から引き続いて新型コロナウ

イルス感染症に感染したことが判明し、継続して登校停止となる場合の登

校停止期間は、最初の登校停止の開始日から治癒した日までの期間とす

る。 

      ・ 登校停止の解除日は、新型コロナウイルス感染症が治癒した日の翌日と

する。 

 

  （２）登校停止の手続（別紙２－１参照） 

      ① 新型コロナウイルス感染症に感染した学生は、直ちにその旨を所属する

学部・大学院等の学務（教務）係又は地域創造学環係（以下、「学務担当

係」）及び保健センター（静岡キャンパスの学生は静岡支援室、浜松キャ

ンパスの学生は浜松支援室に連絡する。以下同じ。）に、保健センターWeb

サイト掲載のWebフォーム、電話又は電子メールにて連絡する。 

      ② 学務担当係は、新型コロナウイルス感染症に感染した学生が発生し、登

校停止となった旨を学務部教務課及び授業担当教員に連絡する。 

      ③ 新型コロナウイルス感染症が治癒した学生は、医療機関等の治癒証明書

（別紙３参照）又は治癒したことが証明できる書類（以下、「治癒証明書

等」）を保健センターに提出し確認を受ける。 

④ 保健センターは、当該学生と面談を行い、授業等の出席に特に支障がな

いかを確認し、授業等の出席に特に支障がないと認めるときは、その旨を

治癒証明書等に記載する。 

⑤ 保健センターの確認を受け、授業等の出席に特に支障がないと認められ

た場合、当該学生は、治癒証明書等の原本を学務担当係に提出し、治癒証

明書等の写しの返却を受けてから授業等に出席する。 

⑥ 学務担当係は、当該学生から治癒証明書等の提出があった場合は、治癒

証明書等の写しを当該学生に返却し、原本は保管する。 

⑦ 学務担当係は、当該学生は新型コロナウイルス感染症が治癒し、登校停

止が解除され、無事登校している旨を学務部教務課及び授業担当教員に連

絡する。 
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２．新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生について 

 

  （１）新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生に対する学業上の措置 

      ・ 登校停止とする。 

      ・ 登校停止の開始日は、該当者が（２）に示す要件に該当した旨を学務担

当係に連絡した日とする。 

ただし、下記３又は４による登校停止から引き続いて新型コロナウイル

ス感染症に感染の疑いがある場合に該当し、継続して登校停止となる場合

の登校停止の開始日は、最初の登校停止の開始日とする。 

・ 登校停止の終了日は、静岡県内の各保健所に開設される「帰国者・接触

者相談センター」、検査機関及び医療機関（以下、「帰国者・接触者相談セ

ンター等」）との相談、検査又は診断の結果、新型コロナウイルス感染症

に感染していない場合は、その旨を学務担当係に連絡した日とする。（登

校停止の終了日が登校停止の開始日と同一の日であることもありうる。） 

・ 登校停止の解除日は、登校停止の終了日の翌日とする。 

 

      ※ 帰国者・接触者相談センター等との相談、検査又は診断の結果により、

新型コロナウイルスに感染していることが判明した場合は、以後、「１．

新型コロナウイルス感染症に感染した学生について」に従って対応する。 

 

  （２）該当者とは 

      新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生とは、次に掲げるいずれ

かの要件に該当する者をいう。 

 

・帰国者・接触者相談センター等に相談する目安に該当する者 

    ☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかが

ある場合 

☆重症化しやすい者※で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）等の基礎疾患がある者や透析を受けて

いる者、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている者 

☆上記以外の者で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

（症状が４日以上続く場合は必ず相談すること。症状には個人差があるので、強い症状と思

う場合にはすぐに相談すること。解熱剤などを飲み続けなければならない者も同様。） 

・保健所より濃厚接触者として自宅待機の指示が出た者 

・新型コロナウイルス感染症が確定した者と濃厚接触があった者であって、最後に

濃厚接触があった日から起算して 14 日経過していない者 

 

注 濃厚接触かどうかを判断する上で重要な要素は二つあり、１．距離の近さと２．時間の長さです。必要な感

染予防策をせずに手で触れること、または対面で互いに手を伸ばしたら届く距離（１ｍ程度）で１５分以上
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接触があった場合に濃厚接触者と考えられます。新型コロナウイルス感染症対策専門家会議では、対面で人

と人との距離が近い接触が、会話などで一定時間以上続き、多くの人々との間で交わされる環境は感染を拡

大させるリスクが高いとされています。 

【引用元】厚生労働省作成「新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ（一般の方向け）」（令和 2 年 5 月 12 日時点版） 

 

  （３）登校停止の手続（別紙２－２参照） 

      ① 「（２）該当者」に該当したことにより新型コロナウイルス感染症に感

染の疑いのある学生は、直ちにその旨を学務担当係及び保健センターに、

保健センターWebサイト掲載のWebフォーム、電話又は電子メールにて連絡

する。 

② 当該学生は帰国者・接触者相談センター等に相談し、その指示に従って

行動する。自宅休養中は、健康観察表（別紙４－１又は４－２参照）をつ

けるものとする。 

      ③ 学務担当係は、新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生が発

生し、登校停止となった旨を学務部教務課及び授業担当教員に連絡する。 

④ 帰国者・接触者相談センター等との相談、検査又は診断の結果、 

ア 新型コロナウイルスに感染していないことが判明した学生は、その旨

を学務担当係及び保健センターに、保健センターWebサイト掲載のWeb

フォーム、電話又は電子メールにて連絡する。 

イ 新型コロナウイルスに感染していることが判明した場合は、以後、

「１．新型コロナウイルス感染症に感染した学生について」の「（２）

登校停止の手続」に示す手順に従って対応する。 

      ⑤ 学務担当係は、④のアに該当する場合は、その旨を学務部教務課及び授

業担当教員に連絡する。 

⑥ 登校停止期間以後、当該学生が登校した際には、当該学生は、健康観察

表を保健センターに提出し確認を受ける。 

⑦ 保健センターは、当該学生と面談を行い、授業等の出席に特に支障がな

いか健康観察表を確認し、授業等の出席に特に支障がないと認めるとき

は、その旨及び登校停止期間を健康観察表に記載する。 

      ⑧ 保健センターの確認を受け、授業等の出席に特に支障がないと認められ

た場合、当該学生は、保健センターの確認を受けた健康観察表の原本を学

務担当係に提出し、保健センターの確認を受けた健康観察表の写しの返却

を受けてから授業等に出席する。 

⑨ 学務担当係は、当該学生から保健センターの確認を受けた健康観察表の

提出があった場合は、保健センターの確認を受けた健康観察表を当該学生

に返却し、原本は保管する。 

⑩ 当該学生は、登校停止期間中の授業について欠席扱いとしない措置を受

けるため、保健センターの確認を受けた健康観察表を授業担当教員に提示

する。 

⑪ 学務担当係は、登校停止が解除された学生が無事登校している旨を学務

部教務課に連絡する。 
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３．発熱や咳などの風邪の症状のある学生について 

 

  （１）発熱や咳などの風邪の症状のある学生に対する学業上の措置 

      ・ 登校停止とする。 

      ・ 登校停止の開始日は、該当者が発熱や咳などの風邪の症状が発生した旨

を学務担当係に連絡した日とする。 

・ 登校停止の終了日は、経過観察ののち、治癒した旨を学務担当係に連絡

した日とする。（登校停止の終了日が登校停止の開始日と同一の日である

こともありうる。） 

・ 登校停止の解除日は、登校停止の終了日の翌日とする。 

 

      ※ 発熱や咳などの風邪の症状が長引くなど、上記２の（２）に該当するこ

ととなった場合は、「２．新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある

学生について」に従って対応する。 

 

  （２）該当者とは 

発熱や咳などの風邪の症状のある学生に対する学業上の措置の対象者は、次

に掲げる者をいう。 
 

 

 

 

 

 

（３）登校停止の手続（別紙２－３参照） 

      ① 発熱や咳などの風邪の症状が発生した学生は、直ちにその旨を学務担当

係及び保健センターに、保健センターWebサイト掲載のWebフォーム、電話

又は電子メールにて連絡し、自宅休養する。自宅休養中は、健康観察表

（別紙４－１又は４－２参照）をつけるものとする。 

② 学務担当係は、発熱や咳などの風邪の症状が発生した学生が発生し、登

校停止となった旨を学務部教務課に連絡する。 

③ 当該学生は経過観察ののち、 

ア 治癒した場合は、その旨を学務担当係及び保健センターに、保健セン

ターWebサイト掲載のWebフォーム、電話又は電子メールにて連絡する。 

イ 発熱や咳などの風邪の症状が長引くなど、上記２の（２）に該当する

こととなった場合は、以後、「２．新型コロナウイルス感染症に感染の

疑いのある学生について」の「（３）登校停止の手続」に示す手順に

従って対応する。 

      ④ 学務担当係は、③のアに該当する場合は、その旨を学務部教務課に連絡

する。 

⑤ 登校停止期間以後、当該学生が登校した際には、当該学生は、健康観察

表を保健センターに提出し確認を受ける。 

・ 風邪の症状のある学生（発熱（※）、咳、のどの痛みなど） 

（※）37.5度に達しない場合でも、平熱より明らかに高い熱が続く

ときは、風邪の症状があるものとして扱う。 
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⑥ 保健センターは、当該学生と面談を行い、授業等の出席に特に支障がな

いか健康観察表を確認し、授業等の出席に特に支障がないと認めるとき

は、その旨及び登校停止期間を健康観察表に記載する。 

      ⑦ 保健センターの確認を受け、授業等の出席に特に支障がないと認められ

た場合、当該学生は、保健センターの確認を受けた健康観察表の原本を学

務担当係に提出し、保健センターの確認を受けた健康観察表の写しの返却

を受けてから授業等に出席する。 

⑧ 学務担当係は、当該学生から保健センターの確認を受けた健康観察表の

提出があった場合は、保健センターの確認を受けた健康観察表の写しを当

該学生に返却し、原本は保管する。 

⑨ 当該学生は、登校停止期間中の授業について欠席扱いとしない措置を受

けるため、保健センターの確認を受けた健康観察表を授業担当教員に提示

する。 

⑩ 学務担当係は、登校停止が解除された学生が無事登校している旨を学務

部教務課に連絡する。  
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４．海外渡航により日本に帰国（入国）した学生について 

 

  （１）海外渡航により日本に帰国（入国）した学生に対する学業上の措置 

      ・ 登校停止とする。 

・ 登校停止期間は、帰国日の翌日から起算して14日間とする。 

 

      ※ 登校停止期間中に、上記２の（２）に該当することとなった場合は、以

後、「２．新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生について」

に従って、対応する。 

 

  （２）該当者とは 

海外渡航（私事渡航を含む。）により日本に帰国（入国）した学生に対する

学業上の措置の対象者は、次に掲げる者をいう。 

 

 

 

 

 

  （３）登校停止の手続（別紙２－４参照） 

      ① 「（２）該当者」に該当した学生は、帰国（入国）後、直ちにその旨及

び次の事項を学務担当係及び保健センターに、保健センターWebサイト掲

載のWebフォーム、電話又は電子メールにて連絡する。 

         ・ 外国での滞在地及び滞在期間 

         ・ 外国の最終出発日及び最終出発地 

         ・ 航空機又は船舶の便名、出発時刻及び到着時刻 

         ・ 日本の到着日及び到着地 

      ② 当該学生は、帰国（入国）日の翌日から起算して 14 日間を自宅等での

待機期間（登校停止期間）とし、健康観察表（別紙４－１又は４－２参

照）をつけて、健康状態の経過観察をする。 

      ③ 学務担当係は、海外渡航により帰国（入国）した学生が登校停止となっ

た旨を学務部教務課、国際交流課及び授業担当教員に連絡する。 

      ④ 当該学生は、帰国日の翌日から起算して 14 日経過後、登校する場合

は、あらかじめ学務担当係及び保健センターに、保健センターWeb サイト

掲載の Web フォーム、電話又は電子メールにて連絡する。 

⑤ 登校停止期間以後、当該学生が登校した際には、当該学生は、健康観察

表及び①に掲げる事項（一つ目の事項を除く。）が分かる書類（例えば、

パスポートの写しや航空券の半券など。以下、「帰国日が分かる書類」と

いう。）を保健センターに提出し確認を受ける。 

⑥ 保健センターは、当該学生と面談を行い、授業等の出席に特に支障がな

いか健康観察表及び帰国日が分かる書類を確認し、授業等の出席に特に支

障がないと認めるときは、その旨及び登校停止期間を健康観察表に記載す

る。 

・ 令和２年３月19日（19日０時）以降に海外渡航により日本に帰国

（入国）した学生 
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      ⑦ 保健センターの確認を受け、授業等の出席に特に支障がないと認められ

た場合、当該学生は、保健センターの確認を受けた健康観察表の原本及び

帰国日が分かる書類を学務担当係に提出し、保健センターの確認を受けた

健康観察表の写しの返却を受けてから授業等に出席する。 

⑧ 学務担当係は、当該学生から保健センターの確認を受けた健康観察表及

び帰国日が分かる書類の提出があった場合は、保健センターの確認を受け

た健康観察表の写し及び帰国日が分かる書類の写しを当該学生に返却し、

原本は保管する。 

⑨ 当該学生は、登校停止期間中の授業について欠席扱いとしない措置を受

けるため、保健センターの確認を受けた健康観察表を授業担当教員に提示

する。 

⑩ 学務担当係は、登校停止が解除された学生が無事登校している旨を学務

部教務課及び国際交流課に連絡する。 

 

 

 

Ⅲ．授業の出欠の取扱いについて 

Ⅰ及びⅡにより、学校保健安全法第 19 条等に基づく措置として、登校停止となった学

生に係る授業の出欠については、欠席扱いとしないものとする。 

（欠席扱いとしない回数の制限はしない。ただし、授業担当教員の判断により必要に応

じ実施するレポートの提出や補講の受講を免除するものではない。） 



【別紙１】

①新型コロナウイルス感染症に感染した学生

②新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生
次に掲げるいずれかに該当する学生
・帰国者・接触者相談センター等に相談する目安に該当する者
☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある
場合

☆重症化しやすい者※で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合
※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある者や透析を受けている者、
免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている者

☆上記以外の者で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合
（症状が４日以上続く場合は必ず相談すること。症状には個人差があるので、強い症状と思う場合に
はすぐに相談すること。解熱剤などを飲み続けなければならない者も同様。）

・保健所より濃厚接触者として自宅待機の指示が出た者
・新型コロナウイルス感染症が確定した者と濃厚接触があった者であって、最後に濃厚接
触があった日から起算して14日経過していない者

③発熱や咳などの風邪の症状がある学生
風邪の症状のある学生（発熱（※）、咳、のどの痛みなど）

（※）37.5度に達しない場合でも、平熱より明らかに高い熱が続くときは、風邪の症状
があるものとして扱います。

④海外渡航により帰国（入国）した学生
令和２年３月19日（19日０時）以降に海外渡航により帰国（入国）した学生

（自宅等での待機期間は、帰国（入国）日の翌日から起算して14日間とします。）

１．登校停止の該当要件

新型コロナウイルス感染症に係る登校停止の取扱いについて

２．授業の出欠の取扱い

学校保健安全法第19条等に基づく措置として、登校停止となった学生に係る授業の出欠
については、欠席扱いとしないものとする。
（欠席扱いとしない回数の制限はしない。ただし、授業担当教員の判断により必要に応じ

実施するレポートの提出や補講の受講を免除するものではない。）

新型コロナウイルス感染症の感染リスクを低減するため、発熱や
咳などの風邪の症状がある学生を含め、同感染症に感染の疑いが
ありうる学生は、大学には登校しない（又は速やかに下校する）
こと。

（令和２年５月１５日）



新型コロナウイルス感染症に感染した学生について

【別紙２－１】

所属する学部・大学院等の学務（教務）係
又は地域創造学環係

①
感
染
し
た
旨
の
連
絡

学務部教務課

①

⑥
治
癒
証
明
書
等
の
写
し
の
返
却

静岡大学保健センター
（静岡支援室・浜松支援室）

③
治
癒
証
明
書
等
の
提
出

新型コロナウイルス感染症に感染した学生は、治癒するまで登校停止
とします。

学生

⑤
保
健
セ
ン
タ
ー
確
認
後

の
治
癒
証
明
書
等
の
提
出

授業担当教員

⑧
登
校
禁
止
を
解
除
し

た
」
旨
の
連
絡

②
「
登
校
停
止
と
な
っ
た
」

旨
の
連
絡

（令和２年５月１５日）

④

②

④保健センターの確認
と治癒証明書等の返却

⑦
治
癒
証
明
書
等
の
写
し
の
提
示



次に掲げるいずれかに該当する学生は、登校停止とします。
・帰国者・接触者相談センター等に相談する目安に該当する者

☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがあ
る場合

☆重症化しやすい者※で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合
※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある者や透析を受けている者、
免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている者

☆上記以外の者で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合
（症状が４日以上続く場合は必ず相談すること。症状には個人差があるので、強い症状と思う場合
にはすぐに相談すること。解熱剤などを飲み続けなければならない者も同様。）

・保健所より濃厚接触者として自宅待機の指示が出た者
・新型コロナウイルス感染症が確定した者と濃厚接触があった者であって、最後に濃厚接
触があった日から起算して14日経過していない者

学生

新型コロナウイルス感染症に感染の疑いのある学生について

帰国者・接触者相談センター※

及び医療機関

所属する学部・大学院等の学務（教務）係
又は地域創造学環係

①
該
当
す
る
旨
の
連
絡

学務部教務課

③
「
登
校
停
止
と

な
っ
た
」
旨
の
連
絡

⑧
保
健
セ
ン
タ
ー
確
認
後
の
健
康

観
察
表
の
提
出

静岡大学保健センター
（静岡支援室・浜松支援室）

※ 静岡県公式ホームページを参照してください
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-
420a/kansen/new-cov.html

④
相
談
・
検
査
結
果
の
報
告

⑨
健
康
観
察
表
の
写
し
の
返
却

【別紙２－２】

②
相
談

①

⑤「感染し
ていない」
旨の報告

⑤

⑥
健
康
観
察
表
の
提
出

授業担当教員

⑪
登
校
禁
止
を
解
除

し
た
」
旨
の
連
絡

（令和２年５月１５日）

◎健康観察表
をつける

⑦保健センター
の確認と健康
観察表の返却

⑦

③

④

⑩
健
康
観
察
表
の
写
し
の
提
示



④
「
治
癒
し
た
」

旨
の
連
絡

発熱や咳などの風邪の症状のある学生について

（令和２年５月１５日）

【別紙２－３】

所属する学部・大学院等の学務（教務）係
又は地域創造学環係

①
「
風
邪
症
状
が
あ
る
」

旨
の
連
絡

学務部教務課

①

⑤
健
康
観
察
表
の
提
出

静岡大学保健センター
（静岡支援室・浜松支援室）

⑩
「
登
校
禁
止
を
解
除
し
た
」

旨
の
連
絡

風邪の症状のある学生（発熱（※）、咳、のどの痛みなど）は、
登校停止とします。

（※）37.5度に達しない場合でも、平熱より明らかに高い熱が続くときは、
風邪の症状があるものとして扱います。

学生

②
「
登
校
停
止
と
な
っ
た
」

旨
の
連
絡

授業担当教員

③
「
治
癒
し
た
」
旨
の

連
絡◎

健
康
観
察
表
を
つ
け
る

⑥保健センターの確認
と健康観察表の返却

⑦
保
健
セ
ン
タ
ー
確
認
後
の

健
康
観
察
表
の
提
出

⑧
健
康
観
察
表
の
写
し
の
返
却

⑤

⑥

③

⑨
健
康
観
察
表
の
写
し
の
提
示



海外渡航により帰国（入国）した学生について

【別紙２－４】

所属する学部・大学院等の学務（教務）係
又は地域創造学環係

①
該
当
す
る
旨
の
連
絡

学務部教務課、国際交流課

①

⑧
健
康
観
察
表
及
び
帰
国
日
が

分
か
る
書
類
の
写
し
の
返
却

静岡大学保健センター
（静岡支援室・浜松支援室）

④
帰
国
日
翌
日
か
ら
14

日
経
過
の
旨
の
報
告

令和２年３月19日（19日０時）以降に海外渡航により帰国（入国）
した学生は、登校停止とします。（自宅等での待機期間は、帰国（入
国）日の翌日から起算して14日間とします。）

学生

⑦
保
健
セ
ン
タ
ー
確
認
後
の
健

康
観
察
表
及
び
帰
国
日
が
分
か

る
書
類
の
提
出

授業担当教員

⑩
「
登
校
禁
止
を
解
除
し
た
」

旨
の
連
絡

③
「
登
校
停
止
と
な
っ
た
」

旨
の
連
絡

②
自
宅
待
機

◎
健
康
観
察
表
を
つ
け
る

⑥保健センターの確認
と健康観察表及び帰国
日が分かる書類の返却

⑥

⑤

③

⑤
健
康
観
察
表
及
び
帰
国
日
が

分
か
る
書
類
の
提
出

④

⑨
健
康
観
察
表
の
写
し
の
提
示

（令和２年５月１５日）



静 岡 大 学

感染症名 

※出席停止の期間は感染症の種類に応じて、だいたい基準が定められていますが、病状には個人差もありますので、
 合併症の起こらないように十分休養し、主治医の指示に従うよう注意してください。
※感染を防止するため、出席停止中は、他の方との接触は避けてください。

静 岡 大 学 行

所属・学籍番号

氏名

上記の者は  病名 で治療中のところ治癒したことを証明いたします。

出席（出勤）停止期間

＜付 記＞

         年    月    日

住所

医療機関名

医師氏名
 印

学校保健安全法に基づく出席停止について

対象疾病  出席停止期間

  ◎学生、教職員が感染症にかかっていたり、かかっている疑いがあったり又はかかるおそれのある時には
   出席を停止させることができることになっています。

麻疹 （はしか） 解熱した後 3日を経過するまで

第一種

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、

治癒するまで

マールブルグ病、ペスト、ラッサ熱、、急性灰白髄炎、ジフテリア
重症急性呼吸器症候群（病原体が SARSｺﾛﾅｳｲﾙｽであるものに限る）
中東呼吸器症候群（病原体が MERSｺﾛﾅｳｲﾙｽであるものに限る）
特定鳥インフルエンザ(感染症法に規定する)
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)

（特定鳥インフルエンザを除く） かつ、解熱した後２日を経過するまで

百日咳 特有の咳が消える、
または５日間の抗菌性物質製剤による治療終了まで

     年     月     日 ～      年     月     日

咽頭結膜熱（プール熱 ) 主要症状が消退した後 2日を経過するまで
結核

主治医において伝染のおそれがないと認めるまで
髄膜炎菌性髄膜炎
細菌性赤痢、コレラ、腸チフス、パラチフス

伝染のおそれがないと認めるまで腸管出血性大腸菌感染症
流行性角結膜炎 、急性出血性結膜炎 
その他の伝染病 条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる伝染病

治 癒 証 明 書 ( 学校感染症届出票 )

  ◎ 学校において予防すべき感染症の種類は次のとおりです。  ＊インフルエンザの場合は治癒証明不要

第三種

流行性耳下腺炎 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が始まった後
五日を経過し、かつ、全身状態が良好となるまで

風疹 発疹が消失するまで
水痘 すべての発疹が痂皮化するまで

第二種

インフルエンザ 発症した後５日を経過し,

学校保健安全法における学校感染症について、学校保健安全法施行規則第 19条の規定により

出席停止の取り扱いをいたします。この期間は，治療に専念していただくようお願いします。

なお、回復して授業に出席する際には、医師の診断を受け下記の証明書を保健センターへご提出ください。

①保健センター ②各学部学務係

確認日・印 確認日 印

by932975
スタンプ



学生　 各所属学部学務係

教職員 各所属総務係

 教職員：所属

学生：学籍番号 氏名 男・女　

住所 自宅・アパート・寮・会館

携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　

所属部活・サークル 通学時：バス利用・電車利用

＊症状がある時は○ ＊出席したところに○

月 使 解

/ 用 熱

日 〇 剤 熱感 だるい 息切れ 鼻水 咳 頭痛 のど痛 他 1コマ 2コマ 3コマ 4コマ 5コマ

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

朝 　.　℃

夕 　.　℃

下記のいずれかの場合は、すぐに保健所へ電話相談

　・息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強い症状のいずれかがある

　・発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く(症状が4日以上続く、解熱剤を飲み続けなければならないなどは必ず）

　＊重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある

（基礎疾患がある、透析を受けている、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている）

【帰国者・接触者相談センター】 

＊静岡市保健所　新型コロナウイルスに関する相談について 

0570-08-0567（ 毎日　9：00～20：00 ） 

　上記受付時間外　20:00～翌朝9:00　体調に不安のある方のみ 054-249-2221　

＊浜松市保健所　053-453-6118  受付時間：24 時間（土日祝日も実施）

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

③体調が回復したら健康記録表を保健センターに持参してください （解熱とは解熱剤を使用せずに平熱であること）

曜
日 体温

症　状
就業・授業・サークル・部活・アルバイト・旅行など

午前 午後 部
活

ア

ル

バ

イ

ト

その他

②大学を休むことを　各所属へ電話連絡してください

健 康 観 察 表　　　　　登校日の朝まで健康チェックを行う

①発症された場合　下記の内容を保健センターへ電話連絡してください 静岡大学保健センター 静岡 054-238-4468

浜松 053-478-1012

保健センター 担当事務

確認印

停止期間

～

【別紙４－1】



Health Check sheet
＊Please call to Health Care Center if you have any poor physical conditions.

＊Please call to your Belonging if you are absent from your classes.

＊After you recovering, please bring this record to Health Care Center.

　＊Put a circle ○in a box when the symptoms appear 　 ＊Activities you did (Circle ○ all that apply)

Day

of

 week Fever Malaise Runny nose Breath shortness Cough Headache Sore throat  Others 1 2 3 4 5

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

Morning
. 　　℃

Evening
. 　　℃

＊

Short of breath  (dyspnea), Strong tiredness, High fever.

A symptom of a relatively light cold including fever and the cough continues.

(A symptom continues more than four days. Must continue taking antifebrile( Paracetamol).)

＊ Shizuoka-shi public health center 0570-08-0567 time in: 9:00~20:00（Daily）

Other time　20：00～Morning 9:00 on the next day. Only a person in bad condition. 054-249-2221

＊

　

 Shizuoka 静岡 054-238-4468（4468）

 Hamamatu 浜松 053-478-1012（1012）

When you have the following symptoms, please call to the public health center.

Hamamatsu-shi public health center 053-453-6118 time in: 24 hours (we perform it on Saturdays, Sundays, and holidays)

Health Care Center 保健センター

Temperature

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

Part-

time job

 Travel/ other

activities etc.

/

Cell phone number  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Supervisor (laboratory)

Student Club /Society 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Use of transport to school (Bus/Train)

Date

Use of

antipy-

retics

Symptoms
Lecture

 AM PM Society/

Club

activities

Health Care Center 保健センター  Shizuoka 静岡 054-238-4468（4468）  Hamamatu 浜松 053-478-1012（1012）

Student ID 　　　　　　　　　　　　　　　 Name  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M・F

Address　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I live in（Private apartment, University Residence, Family home)

停止期間

保健センター 担当事務
確認印

～

【別紙４－２】


